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Ⅰ 委託業務の概要 

 

１ 業務名 

中沼プラスチック選別センター定期整備業務 

 

２ 業務概要 

本業務は、プラスチック選別センターの安定した稼動を確保することを目的とし、各設備及び機

器の円滑かつ継続的な運転を図るための点検・整備・清掃等を行うものである。 

 

３ 履行期間 

契約の日から令和７年３月 31日(月)まで 

 

４ 業務場所 

中沼プラスチック選別センター 

（札幌市東区中沼町 45番地 11） 

 

５ 設備概要 

⑴ 建屋 

ア 延床面積 8,374.06 ㎡ 

イ 鉄骨造（一部鉄筋コンクリート） 

⑵ プラント設備（㈱東芝製） 

ア 受入供給設備 

イ 選別設備 

ウ 圧縮梱包設備 

エ 共通・付帯設備 

オ 電気計装設備 

カ その他設備 

⑶ごみ処理能力 82.6ｔ／日 

 

６ 再委託について 

契約書に規定する「主たる部分」とは、次に掲げるものであり、受注者はこれを再委託すること

はできない。 

⑴ 総合的な業務履行計画及び進捗管理 

⑵ 整備手法の決定及び技術的判断 

 

なお、前述の「主たる部分」以外については、専門業者等へ再委託することができるが、再委託

する業務範囲および業者について、事前に委託者の承諾を得ること。 

また、業務責任者は、業務の指揮・監督等を行うとともに、業務全体の品質・安全確保のため、

委託者との協議、他工事等との調整、履行計画、工程管理、品質管理、安全管理、再委託業者の調

整・指導監督等全ての面において主体的な役割を果たすこと。 

 

７ 用語の定義 

本仕様書で用いる用語は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 令和 5 年度版建築保全業務共通

仕様書による。本仕様書の「委託者」は札幌市、「施設管理者」はプラスチック選別センターの施設

管理業務受託者、「運転業者」はプラスチック選別センター運転業務受託者を示す。 

 

８ 担当課 

環境局環境事業部施設管理課 管理係 和田 

（札幌市中央区北１条西２丁目 札幌市役所本庁舎 13階） 

電話：011-211-2922 
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Ⅱ 一般事項 

１ 提出図書等 

⑴ 業務着手時に提出するもの 

ア 業務着手届    1部 

イ 業務責任者指定通知書          1部 

ウ 業務責任者経歴書   1部 

⑵ 現場作業前に提出するもの 

ア 作業計画書    2部 

イ 作業体制表    2部 

ウ 作業要領書    2部 

⑶ 現場作業中に提出するもの 

ア 作業日報    1部 

⑷ 業務完了時に提出するもの 

ア 業務報告書    2部 

設備毎に整理し、点検結果の総括を付して提出すること。 

整備及び検査等に使用する測定機器等については、検査成績書及び校正履歴などの管理記録

を併せて提出すること。 

測定結果については、機器メーカー等が示す基準値及び許容値を併記し、良否の判断が可能

な構成とすること。 

イ 業務記録写真   2部 

写真は、各整備の整備前・整備後を撮影すること。 

ウ 業務完了届    1部 

 

２ 適用法令 

⑴ 「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」・「電気事業法」・「労働安全衛生法」等の関係法令に基

づいて業務を行うこと。 

⑵ その他適用法令及び適用規格 

業務の履行にあたり、下記の関連法令及び規格を遵守すること。 

ア 日本産業規格 

イ 内線規程 

ウ 消防法 

エ 建築基準法 

オ その他関連法令・規格 

 

３ 業務条件 

業務の実施時間帯は原則として 8時 30分～17 時 00分とする。 

上記時間帯を超過する場合は、施設管理者と協議すること。 

⑴  業務履行期間中の他予定業務・工事は別途打ち合わせによる。 

施設でのごみの受入時間、施設の運転時間に、その他作業時間に留意すること。 

⑵ 施設内入退出について 

施設内への入退出場所・方法・時間については、施設管理者と調整すること。 

 

４ 業務責任者 

⑴ 業務の実施に先立ち業務責任者を選任し、次の事項について書面をもって提出する。なお、業

務責任者に変更があった場合も同様とする。 

ア 氏名 

イ 年齢 

ウ 経歴書 

エ 資格証（写） 

オ 受託者との雇用関係を証明する書類等 
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⑵ 業務責任者は、委託者及び施設管理者に対して作業内容等を報告し、業務員に作業内容と指

示事項等の周知徹底を図る。 

⑶ 本業務中に別途契約の業務委託又は工事と期間及び作業場所が重複する場合、他の業務責任

者または現場代理人との工程調整を図り、施設管理者に報告すること。 

 

５ 業務員 

⑴ 業務員は、業務を遂行する上で必要となる次の資格を有する者を配置する。なお、資格者は重

複しても差し支えないものとする。 

ア 第１種電気工事士 

イ 当該業務に類似する業務の実務経験（２年以上） 

ウ その他関連法令等上で必要となる資格 

 

６ 建物内外施設等の利用 

⑴ 居室等の利用 

居室等を必要とする場合は、施設管理者と協議し、必ず事前に許可を受け、施設の運転に支障 

がないように利用すること。 

⑵  資材置場・仮設事務所 

資材置場・仮設事務所等を必要とする場合は、施設管理者と協議し、必ず事前に許可を受け、

当施設の運転管理に支障が生じないように利用すること。 

 

７ 駐車スペースの利用 

業務履行に伴い車両を駐車する場合は、施設管理者と協議し当施設の運転管理に支障が生じない

よう利用すること。 

また、駐車時には車両に社名等の表示をすること。 

 

８ 安全衛生管理 

⑴ 業務責任者は業務担当者の労働安全衛生に関する安全教育に努め、関係法令に従い作業環境を

良好な状態に保つこととし、特に換気、騒音防止、照明の確保等に心掛けること。 

⑵ 酸欠等作業場所 

酸素欠乏等の危険な箇所がある場合、事前に確認し業務員に周知するとともに、関係法令の遵

守、事故防止に努めること。 

 

９ 火気の取扱 

火気を使用する場合は、あらかじめ施設管理者の承諾を得るものとし、その取扱いに際しては十

分注意する。 

 

10 敷地内の禁煙について 

当該施設の敷地内は全面禁煙である。 

 

11 出入禁止箇所 

業務に関係のない場所及び居室への出入は禁止する。 

 

12 服装等 

⑴ 業務員等は、業務に適した服装・履物で業務を実施すること。 

⑵ 業務員等は、特別な作業に従事する場合は、名札又は腕章の着用を義務付けること。 

 

13 施設管理者の立会い 

作業に際して施設管理者等の立会いを求める場合は、原則前日までに申し出ること。 

 

14 業務の立会い、確認 

施設管理者の指示に従い、次の立会い・確認を受けること。 
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⑴ 業務開始前 

当該設備の現状を確認し、履行体制等の準備の後、施設管理者に作業場の状況の確認を受ける

こと。また、必要に応じて、運転業者の確認も受けること。 

 

⑵ 業務実施中 

機器の運転停止時及び機器の整備後の試運転時、施設管理者の立会い及び完了の確認検査を受

けること。また、必要に応じて、運転業者の確認も受けること。 

 

15 復旧 

他の設備及び既存物件の損傷・汚染防止に努め、万一損傷または汚染が生じた場合は、速やかに

施設管理者へ報告するとともに、受託者の責任において原状復旧すること。 

 

16 その他 

⑴ 作業は本仕様書に基づいて行い、部品等について明記のない場合及び汎用品を除き、部品等は

メーカー推奨品とし規格・型番等を厳格に守ること。 

⑵ 各作業について職種別に人工数を作業日誌等で報告すること。 

⑶ 各機器整備後の試運転調整、完了条件は特記事項による。 

⑷ 特許等に関わる事項は、受託者にて整理すること。 

 

Ⅲ 特記事項 

１ 業務内容 

定期整備業務内容のとおり 

 

２ 負担の範囲 

本業務に係る受託者の負担の範囲は次によるものとする。 

⑴ 業務の実施に必要な車両等に係る経費 

⑵ 業務の実施に必要な工具・校正証書付計測器等機材（機器付属品は除く） 

⑶ 業務の実施に必要な消耗部品・材料・油脂等（支給品除く） 

⑷ 業務の実施に必要な仮設設備（本市との協議により貸与するものを除く） 

⑸ 業務の実施に必要な固定電話・携帯電話等の使用に係る経費 

⑹ 文具等の事務用品 

⑺ 日誌及び報告書等に使用する用紙・記録ファイル 

 

３ 業務条件 

⑴ 設備の整備を行う際、できる限り当施設の運転を継続し、これらに関連する運転中の機器等に

支障のない方法で行うこと。 

⑵ 本業務の整備工程は、施設管理者と綿密な調整を図りながら、実施すること。 

⑶ 本業務に関係する別途業務及び工事は次のとおりである。 

ア プラスチック・雑がみ選別センター施設管理業務 

イ プラスチック選別センター運転業務 

ウ プラスチック選別センター残さ運搬業務 

エ 雑がみ選別センター等電気設備保安管理業務 

オ 雑がみ選別センター等排雪業務 

カ その他委託者の発注する業務・工事・修繕等 

 

４ 緊急措置 

本仕様書に明記していない不測の事態が発生した場合は、速やかに委託者及び施設管理者に報告

の上、処置方法を協議し対処すること。 

 

５ 支給品等 

支給品は下記「交換部品」内に記載されている物品のとおり。なお、支給品以外の物品について 

は、受託者が用意すること。 
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６ 廃棄物の処理 

⑴ 業務の実施に伴う発生材の処理方法は以下のとおりとする。 

ア 焼却可能なもの 産廃処理 

イ 金属   産廃処理 

ウ 廃油   産廃処理 

エ その他   産廃処理 

オ 部品交換に伴って発生した部品交換前の物品 施設管理者に確認をすること。 

⑵ 仮設事務所から出る廃棄物及び仮設便所の処理費用は、受託者の負担とする。 

 

７ 完了検査 

受託者は当該業務の整備終了後、次の検査を受けること。 

⑴ 個別機器の整備報告書等に基づく検査 

⑵ 試運転 

ア 個別機器の単体試運転 

イ プラントの総合試運転 

 

８ 環境負荷の低減 

⑴ 本業務の履行においては、委託者である札幌市の環境マネジメントシステムに準じ、環境負荷

の低減に努めること。 

⑵ 電気・水道・油等の使用にあたっては、極力節約に努めること。 

⑶ 施設内清掃作業にあたっては、環境に配慮した資機材及び装備等を使用し、極力節約に努め

ること。 

⑷ 自動車等を使用する場合は、できるだけ環境負荷の少ない車両を使用し、アイドリングストッ

プの実施など環境に配慮した運転を心がけること。 

⑸ 本業務の履行において使用する物品・材料等は極力環境に配慮したものを使用すること。 

⑹ 業務に伴い排出される廃棄物は極力、リサイクルすること。 

 

９ その他 

⑴ 本仕様書に明記のない事項については、委託者及び施設管理者と協議して決定する。 

⑵ 疑義の発生についても前号と同様とする。
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定期整備業務内容 

整備箇所 作業内容 備考 

 
Ⅰ 破袋設備 

 
１ 破袋機の減速機、ウェッジプーリー等の交換 

作業（1L-No.2） 
  以下のとおり別表１の部品について、交換を行いその  
交換過程及び結果について、写真記録を残すこと。ま
た、次回交換推奨時期について、根拠を明確にしたう
えで整理すること。 

 (1) 既存撤去 
 (2) 取付部等清掃 
 (3) 取付（別表 1に記載の物品） 
 (4) 単体試運転・実運転調整 
 
２ 減速機のオイルシール等の交換 
（2L- No.1、3L- No.2） 
  以下のとおり別表１の部品について、交換を行いその 
交換過程及び結果について、写真記録を残すこと。また、
次回交換推奨時期について、根拠を明確にしたうえで整
理すること。 
 (1) 既存撤去 
 (2) 取付部等清掃 
 (3) 取付（別表 1に記載の物品） 
 (4) 単体試運転・実運転調整 
 

 
形式：2 軸回転式破袋
機 
処理能力：5.5ｔ/ｈ 

 
Ⅱ 圧縮梱包設備 

 
１ 梱包機 1Ｌ整備 

以下のとおり、点検、部品交換等を行いその結果と 
今後、部品交換が必要な場合はその推奨時期について
根拠を明確にしたうえで整理すること。また、点検、交
換箇所等の写真記録を残すこと。 

 (1) 点検 
  以下のとおり点検を行うこと。 

ア 本体・投入ﾎｯﾊﾟｰの変形の有無 
イ 主ﾌﾟｯｼｬｰの異常の有無 
ウ 排出ﾌﾟｯｼｬｰの異常の有無 
エ 排出ｹﾞｰﾄの異常の有無 
オ 主押しﾌﾟｯｼｬｰ底面板の摩耗測定 
カ 排出ﾌﾟｯｼｬｰ底面板の摩耗測定 
キ 排出ﾌﾟｯｼｬｰ側面摺動板の摩耗測定 
ク ｹﾞｰﾄ摺動板の摩耗測定 
ケ 本体ﾌﾚｰﾑ底板の摩耗測定 
コ 主ﾌﾟｯｼｬｰ下刃の損傷の有無 
サ 本体上刃の損傷の有無 
シ 主ﾌﾟｯｼｬｰ押え板のｸﾘｱﾗﾝｽ測定 
ス 刃物のｸﾘｱﾗﾝｽの測定 
セ 油圧ﾕﾆｯﾄの異常の有無 
※ ベアリング等の部品交換の必要性について整

理すること。 
ソ 主ｼﾘﾝﾀﾞｰ・排出ｼﾘﾝﾀﾞｰの漏油の有無 
タ 電磁弁の作動確認 
チ 制御盤の異常の有無 
ツ 上記項目以外に、点検が必要な箇所があれば、追
加のうえ確認、結果を整理すること。 

 (2) 部品交換 
以下のとおり別表 2の部品について、交換を行う 

こと。 
 

 
油圧圧縮梱包式梱包機 
(5.5t/h、30kW×2) 
製品寸法 
(1.0m×1.0m×1.3m) 
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    ア 既存撤去 
  イ 取付部等清掃 
  ウ 取付 
(3) 機器単体試運転、実運転調整 
２ 梱包機２Ｌ整備 

以下のとおり、点検、部品交換等を行いその結果と 
今後、部品交換が必要な場合はその推奨時期について
根拠を明確にしたうえで整理すること。また、点検、交
換箇所等の写真記録を残すこと。 
(1) 点検 

以下のとおり点検を行うこと。 
ア 本体・投入ﾎｯﾊﾟｰの変形の有無 
 イ 主ﾌﾟｯｼｬｰの異常の有無 
ウ 排出ﾌﾟｯｼｬｰの異常の有無 
エ 排出ｹﾞｰﾄの異常の有無 
オ 主押しﾌﾟｯｼｬｰ底面板の摩耗測定 
カ 排出ﾌﾟｯｼｬｰ底面板の摩耗測定 
キ 排出ﾌﾟｯｼｬｰ側面摺動板の摩耗測定 
ク ｹﾞｰﾄ摺動板の摩耗測定 
ケ 本体ﾌﾚｰﾑ底板の摩耗測定 
コ 主ﾌﾟｯｼｬｰ下刃の損傷の有無 
サ 本体上刃の損傷の有無 
シ 主ﾌﾟｯｼｬｰ押え板のｸﾘｱﾗﾝｽ測定 
ス 刃物のｸﾘｱﾗﾝｽの測定 
セ 油圧ﾕﾆｯﾄの異常の有無 
※ ベアリング等の部品交換の必要性について整

理すること。 
ソ 主ｼﾘﾝﾀﾞｰ・排出ｼﾘﾝﾀﾞｰの漏油の有無 
タ 電磁弁の作動確認 
チ 制御盤の異常の有無 
ツ 上記項目以外に、点検が必要な箇所があれば、追
加のうえ確認、結果を整理すること。 

(2) 部品交換 
     以下のとおり別表 2の部品について、交換を行う 
こと。 

    ア 既存撤去 
  イ 取付部等清掃 
  ウ 取付 
(3) 機器単体試運転、実運転調整 
 
３ 梱包機３Ｌ整備 

以下のとおり、点検、部品交換等を行いその結果と 
今後、部品交換が必要な場合はその推奨時期について
根拠を明確にしたうえで整理すること。また、点検、交
換箇所等の写真記録を残すこと。 

 
(1) 点検 

以下のとおり、点検を行うこと。 
ア 本体・投入ﾎｯﾊﾟｰの変形の有無 
イ 主ﾌﾟｯｼｬｰの異常の有無 
ウ 排出ﾌﾟｯｼｬｰの異常の有無 
エ 排出ｹﾞｰﾄの異常の有無 
オ 主押しﾌﾟｯｼｬｰ底面板の摩耗測定 
カ 排出ﾌﾟｯｼｬｰ底面板の摩耗測定 
キ 排出ﾌﾟｯｼｬｰ側面摺動板の摩耗測定 
ク ｹﾞｰﾄ摺動板の摩耗測定 
ケ 本体ﾌﾚｰﾑ底板の摩耗測定 
コ 主ﾌﾟｯｼｬｰ下刃の損傷の有無 
サ 本体上刃の損傷の有無 
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シ 主ﾌﾟｯｼｬｰ押え板のｸﾘｱﾗﾝｽ測定 
ス 刃物のｸﾘｱﾗﾝｽの測定 
セ 油圧ﾕﾆｯﾄの異常の有無 
※ ベアリング等の部品交換の必要性について整

理すること。 
ソ 主ｼﾘﾝﾀﾞｰ・排出ｼﾘﾝﾀﾞｰの漏油の有無 
タ 電磁弁の作動確認 
チ 制御盤の異常の有無 
ツ 上記項目以外に、点検が必要な箇所があれば、追
加のうえ確認、結果を整理すること。 

(2) 部品交換 
     以下のとおり別表 2の部品について、交換を行う 
こと。 

    ア 既存撤去 
  イ 取付部等清掃 
  ウ 取付 
(3) 機器単体試運転、実運転調整 
 
４ 結束機 1Ｌ整備 

以下のとおり、点検、部品交換等を行いその結果と 
今後、部品交換が必要な場合はその推奨時期について
根拠を明確にしたうえで整理すること。また、点検、交
換箇所等の写真記録を残すこと。 

 
(1) 点検 

以下のとおり、点検を行うこと。 
ア ﾘｰﾙ点検 

(ア) ﾘｰﾙﾌﾞﾚｰｷの損傷の有無・動作の良否 
(イ) V ﾍﾞﾙﾄの摩耗・損傷の有無 
(ウ) ﾊﾞﾝﾄﾞｶﾞｲﾄﾞﾛｰﾗｰの損傷・動作の良否 

イ ﾌﾟｰﾙ点検 
(ア) ﾜﾝﾀｯﾁ装填装置の損傷・動作の良否 
(イ) ﾊﾞﾝﾄﾞ量の良否 
(ウ) ﾌﾟｰﾙﾕﾆｯﾄの損傷の有無・動作の良否 
(エ) ﾌﾟｰﾙﾀｯﾁﾛｰﾗｰの損傷の有無 

ウ ｼｰﾘﾝｸﾞ点検(FR部) 
(ア) 正転・逆転ﾕﾆｯﾄの動作の良否 
(イ) ﾍﾞﾙﾄ・ﾛｰﾗｰの損傷の有無 

エ シーリング点検(２次引締め部) 
(ア) ﾃﾝｼｮﾝﾕﾆｯﾄの動作の良否 
(イ) 引締め部の動作の良否 
(ウ) 近接ｽｲｯﾁの動作の良否 
(エ) ｶｯﾀｰの損傷の有無 
(オ) 左押えｼﾞｮｰの動作の良否 
(カ) 自在ﾌﾟﾚｽの動作の良否 
(キ) ﾌﾞﾛｯｸｱｰﾑの動作の良否・損傷の有無 
(ク) ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁの動作の良否 
(ケ) ヒーターの損傷の有無 
(コ) 減速機の損傷の有無 
(サ) V ﾍﾞﾙﾄの損傷の有無 
(シ) 連動ｼｬﾌﾄの摩耗の有無 
(ス) 引出部ｴｱﾌﾞﾛｰ量の良否 

オ ｱｰﾁ部 
(ア) ﾊﾞﾝﾄﾞｳｪｲの損傷の有無 
(イ) 右ﾊﾞﾝﾄﾞｳｪｲの動作の良否 
(ウ) ﾌﾗｯﾌﾟの動作の良否・損傷の有無 

カ 電装制御部 
(ア) ﾀｲﾏｰの動作の良否 
(イ) ﾋｰﾀｰﾀﾞｲﾔﾙの損傷の有無 
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(ウ) ﾏｸﾞﾈｯﾄﾘﾚｰの損傷の有無 
(エ) ｽﾓｰｸﾌｧﾝの損傷の有無 
(オ) ｴﾗｰﾗﾝﾌﾟの動作の良否 
(カ) 操作ｽｲｯﾁの損傷の有無 
(キ) 電源コードの損傷の有無 
(ク) 電磁ﾌﾞﾚｰｷの動作の良否 
(ケ) 電磁ｸﾗｯﾁの動作の良否 
(コ) ｿﾚﾉｲﾄﾞの動作の良否 
(サ) 電源ﾗﾝﾌﾟの動作の良否 
(シ) 制御ﾎﾞｯｸｽの損傷の有無 
(ス) 制御盤の異常の有無 
キ 上記項目以外に、点検が必要な箇所があれば、
追加のうえ確認、結果を整理すること。 

(2) 部品交換 
     以下のとおり別表 3の部品について、交換を行う 
こと。 

    ア 既存撤去 
  イ 取付部等清掃 
  ウ 取付 
(3) 単体試運転・実運転調整 

 
５ 結束機 3Ｌ整備 

以下のとおり、点検、部品交換等を行いその結果と 
今後、部品交換が必要な場合はその推奨時期について
根拠を明確にしたうえで整理すること。また、点検、交
換箇所等の写真記録を残すこと。 

 
(1) 点検 

以下のとおり、点検を行うこと。 
ア ﾘｰﾙ点検 

(ア) ﾘｰﾙﾌﾞﾚｰｷの損傷の有無・動作の良否 
(イ) V ﾍﾞﾙﾄの摩耗・損傷の有無 
(ウ) ﾊﾞﾝﾄﾞｶﾞｲﾄﾞﾛｰﾗｰの損傷・動作の良否 

イ ﾌﾟｰﾙ点検 
(ア) ﾜﾝﾀｯﾁ装填装置の損傷・動作の良否 
(イ) ﾊﾞﾝﾄﾞ量の良否 
(ウ) ﾌﾟｰﾙﾕﾆｯﾄの損傷の有無・動作の良否 
(エ) ﾌﾟｰﾙﾀｯﾁﾛｰﾗｰの損傷の有無 

ウ ｼｰﾘﾝｸﾞ点検(FR部) 
(ア) 正転・逆転ﾕﾆｯﾄの動作の良否 
(イ) ﾍﾞﾙﾄ・ﾛｰﾗｰの損傷の有無 

エ シーリング点検(２次引締め部) 
(ア) ﾃﾝｼｮﾝﾕﾆｯﾄの動作の良否 
(イ) 引締め部の動作の良否 
(ウ) 近接ｽｲｯﾁの動作の良否 
(エ) ｶｯﾀｰの損傷の有無 
(オ) 左押えｼﾞｮｰの動作の良否 
(カ) 自在ﾌﾟﾚｽの動作の良否 
(キ) ﾌﾞﾛｯｸｱｰﾑの動作の良否・損傷の有無 
(ク) ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁの動作の良否 
(ケ) ヒーターの損傷の有無 
(コ) 減速機の損傷の有無 
(サ) V ﾍﾞﾙﾄの損傷の有無 
(シ) 連動ｼｬﾌﾄの摩耗の有無 
(ス) 引出部ｴｱﾌﾞﾛｰ量の良否 

オ ｱｰﾁ部 
(ア) ﾊﾞﾝﾄﾞｳｪｲの損傷の有無 
(イ) 右ﾊﾞﾝﾄﾞｳｪｲの動作の良否 
(ウ) ﾌﾗｯﾌﾟの動作の良否・損傷の有無 
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カ 電装制御部 
(ア) ﾀｲﾏｰの動作の良否 
(イ) ﾋｰﾀｰﾀﾞｲﾔﾙの損傷の有無 
(ウ) ﾏｸﾞﾈｯﾄﾘﾚｰの損傷の有無 
(エ) ｽﾓｰｸﾌｧﾝの損傷の有無 
(オ) ｴﾗｰﾗﾝﾌﾟの動作の良否 
(カ) 操作ｽｲｯﾁの損傷の有無 
(キ) 電源コードの損傷の有無 
(ク) 電磁ﾌﾞﾚｰｷの動作の良否 
(ケ) 電磁ｸﾗｯﾁの動作の良否 
(コ) ｿﾚﾉｲﾄﾞの動作の良否 
(サ) 電源ﾗﾝﾌﾟの動作の良否 
(シ) 制御ﾎﾞｯｸｽの損傷の有無 
(ス) 制御盤の異常の有無 

キ 上記項目以外に、点検が必要な箇所があれ 
ば、追加のうえ確認、結果を整理すること。 

(2) 部品交換 
     以下のとおり別表 3の部品について、交換を行う 
こと。 

    ア 既存撤去 
  イ 取付部等清掃 
  ウ 取付 
(3) 単体試運転・実運転調整 
 
６ 結束機 2L交換作業 
  以下のとおり、交換を行いその交換過程及び結果 
について、写真記録を残すこと。また、次回交換推 
奨時期について、根拠を明確にしたうえで整理する 
こと。 

 (1) 既存撤去 
 (2) 取付（別表 3に記載の物品） 
 (3) 取付部等清掃 
 (4) 単体試運転・実運転調整 
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整備箇所 整備内容及び特記事項 備考 

 
Ⅲ 集塵設備 

 
１ 集塵機のろ布等の交換 
  以下のとおり別表 4の部品について、交換を行いそ 
の交換過程及び結果について、写真記録を残すこと。 
また、次回交換推奨時期について、根拠を明確にした 
うえで整理すること。 
 (1) 既存撤去 
 (2) 取付部等清掃 
 (3) 取付（別表 4に記載の物品） 
 (4) 単体試運転・実運転調整 
 
２ ファンのベアリング等の交換 
  以下のとおり別表 4の部品について、交換を行いそ 
の交換過程及び結果について、写真記録を残すこと。 
また、次回交換推奨時期について、根拠を明確にした 
うえで整理すること。 
 (1) 既存撤去 
 (2) 取付部等清掃 
 (3) 取付（別表 4に記載の物品） 
 (4) 単体試運転・実運転調整 
 
３ 脱臭装置のプレフィルタ等の交換 
  以下のとおり別表 4の部品について、交換を行いそ  
の交換過程及び結果について、写真記録を残すこと。
また、次回交換推奨時期について、根拠を明確にした
うえで整理すること。 
 (1) 既存撤去 
 (2) 取付部等清掃 
 (3) 取付（別表 4に記載の物品） 
 (4) 単体試運転・実運転調整 
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交 換 部 品（特殊材料） 
                                                            別表１ 
№ 設備名 物品名 仕様 単位 数量 

1  破袋機(1L-

No.2) 

減速機（支給品） PHD9070P3F-LR-40 台 1 

2  カップリング（支給品） GC-SSM-400 組 1 

3  ウェッジプーリー（支給品） 335-8V-4-S1 個 1 

4  ウェッジプーリー（支給品） 425-8V-4-S1 個 1 

5  ブッシング（支給品） S1N65 個 1 

6  ブッシング（支給品） S1N55 個 1 

7  破袋機（2L-

No.1） 

シムセット 100×80 個 2 

8  カラー 55×70×34 個 1 

9  オイルシール D-70×90×12 個 1 

10  破袋機（3L-

No.2） 

シムセット 270×240 個 1 

11  オイルシール S-150×180×14 個 1 

12  オイルシール D-150×180×14 個 1 

 
別表２ 

№ 設備名 物品名 仕様 単位 数量 

1  梱包機（1L） 

 

 

 

主押プッシャー底面樹脂ライナー PB1010 用 枚 1 

2  主押シリンダー用ブッシュ ASSY PB1010 用 個 1 

3  プッシャーピン PB1010 用 本 1 

4  浮上り防止材 PB1010 用 組 1 

5  浮上り防止材調整シム PB1010 用 組 1 

6  排出プッシャー底面樹脂ライナー① PB1010 用 枚 1 

7  排出プッシャー底面樹脂ライナー② PB1010 用 組 1 

8  排出プッシャー側面摺動板 PB1010 用 枚 10 

9  排出シリンダー用ブッシュ ASSY PB1010 用 個 1 

10  後部仕切板摺動板 PB1010 用 組 1 

11  上刃物 PB1010 用 組 1 

12  上刃物調整シム PB1010 用 組 1 

13  下刃物 PB1010 用 本 1 

14  部品取付ボルト PB1010 用 組 1 

15  梱包機(2L) 主押プッシャー底面樹脂ライナー PB1010 用 枚 1 

16  主押シリンダー用ブッシュ ASSY PB1010 用 個 1 

17  プッシャーピン PB1010 用 本 1 

18  浮上り防止材 PB1010 用 組 1 

19  浮上り防止材調整シム PB1010 用 組 1 

20  サクションストレーナー PB1010 用 式 1 

21  油圧作動油(支給品) PB1010 用 式 1 



13 

22  チェーンカップリングケース PB1010 用 個 2 

23  冷却用循環ポンプ PB1010 用 式 1 

24  ウイングシリンダー用油圧ホース PB1010 用 組 2 

25  ゲート用電磁弁 PB1010 用 個 1 

26  パイロットチェック弁 PB1010 用 式 1 

27  部品取付ボルト PB1010 用 組 1 

28  梱包機(3L) 主押プッシャー底面樹脂ライナー PB1010 用 枚 1 

29  主押シリンダー用ブッシュ ASSY PB1010 用 個 1 

30  プッシャーピン PB1010 用 本 1 

31  浮上り防止材 PB1010 用 組 1 

32  浮上り防止材調整シム PB1010 用 組 1 

33  部品取付ボルト PB1010 用 組 1 

 
別表 3 

№ 設備名 物品名 仕様 単位 数量 

1  結束機(1L) パウダークラッチ 0770-140076    個 1 

2  電磁クラッチ Assy 0810-151921    個 1 

3  V ベルト A-21(赤） 0810-151922    個 1 

4  電磁ブレーキセット 900-01-10700    個 1 

5  スライドテーブル 900-01-20113    個 1 

6  バンドガイド 900-01-20122    個 1 

7  スライドテーブル押え 900-01-20131    個 1 

8  バンドウィディスブロック 900-01-20152    個 1 

9  ローヘッドキャップ M5×18 900-01-20211    個 2 

10  カッター上刃 SUS 935-01-31120    個 1 

11  カッター下刃 SUS 935-01-32120    個 1 

12  カッターベース 935-01-32130    個 1 

13  左押えジョー(2 枚刃) 900-01-33121    個 1 

14  ブロックスプリング 900-01-31130    個 3 

15  ベアリング 628ZZ 0611-020628    個 5 

16  スプリングピンφ6×24 0411-306024    個 3 

17  管理ピンφ8×24 100-01-31170    個 3 

18  ブロック引スプリング右 900-01-30130    個 1 

19  ブロック引スプリング中 900-01-30140    個 1 

20  ブロック引スプリング左 900-01-30150    個 1 

21  カッター引張スプリング 900-01-30110    個 1 

22  ヒーター引張スプリング 900-01-40143    個 1 

23  ヒーターホルダー 900-01-42130    個 1 

24  ヒーターAssy 900-21-28301P    個 1 
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25  テンションローラー 968-01-60130    個 1 

26  V ベルト M-36 0810-151536    個 1 

27  ベアリング 608ZZ 0611-020608    個 6 

28  テンションソレノイド Assy 900-01-62000P    個 1 

29  フェルトシール 0840-130013    個 1 

30  タッチローラー開放スプリング 904-01-62110    個 1 

31  バンドガイドブロック右 904-01-61110    個 1 

32  フィードシューターAssy 900-01-71002P    個 1 

33  ベアリング 6001VV 0610-036001    個 5 

34  ベアリング 6002VV 0610-036002    個 2 

35  ストップリング H-22 0511-122210    個 1 

36  リブエース 2 3PJ840 0810-152758    個 1 

37  フィードスプリング 900-01-70130    個 1 

38  FR ソレノイド Assy 925-01-76001P    個 1 

39  リバースソレノイドジョイント Assy 900-01-74001P    個 1 

40  リバース開放スプリング 900-01-70140    個 1 

41  右バンドウエイレール 900-01-80123    個 1 

42  右バンドウエイスプリング 900-01-80130    個 1 

43  ブレーキベルト Assy 900-04-22000P    個 1 

44  バンドガイドローラー 100-04-11131    個 3 

45  リベットφ6×30 0421-106030    個 3 

46  ブッシングナットφ6(SUS) 0512-210600    個 3 

47  FR ローラー 900-21-13120VVP    個 2 

48  タッチローラーセット 900-21-13110P    個 1 

49  フィードアッパーローラーAssy PC-0440A0    個 1 

50  リバースアッパーローラーAssy PC-0440B0    個 1 

51  HN M4 0181-104001    個 2 

52  HBS M4×15 0111-104015    個 2 

53  ストップリング S-12 0511-131210    個 2 

54  ブレーキテンションホルダー 904-24-13140P    個 1 

55  スモークファン 900-06-10160    個 1 

56  ブレーキベルトタイトナー 900-04-20161    個 1 

57  結束機(2L) 結束機 （支給品） 

 

型式 RQ-8UD16 

ｱ ｰ ﾁ ｻ ｲ ｽ ﾞ (1450 ×

1200)㎜ 

台 1 

2L 結束機用排出台（支給品）  式 1 

2L 結束機用スペーサー（支給品）  式 1 

2L 結束機用キャスター（支給品）  個 4 
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58  結束機(3L) 電磁クラッチ Assy 900-21-24460    個 1 

59  V ベルト A-21(赤） 0810-151921    個 1 

60  電磁ブレーキセット 900-01-10700    個 1 

61  ローヘッドキャップ M5×18 900-01-20211    個 2 

62  カッター上刃 SUS 935-01-31120    個 1 

63  カッター下刃 SUS 935-01-32120    個 1 

64  カッターベース 935-01-32130    個 1 

65  左押えジョー(2 枚刃) 900-01-33121    個 1 

66  ブロックスプリング 900-01-31130    個 3 

67  ボールベアリング 628ZZ 0611-020628    個 5 

68  スプリングピンφ6×24 0411-306024    個 3 

69  管理ピンφ8×24 100-01-31170    個 3 

70  ブロック引スプリング右 900-01-30130    個 1 

71  ブロック引スプリング中 900-01-30140    個 1 

72  ブロック引スプリング左 900-01-30150    個 1 

73  カッター引張スプリング 900-01-30110    個 1 

74  ヒーター引張スプリング 900-01-40143    個 1 

75  ヒーターAssy 900-21-28301P    個 1 

76  テンションローラー 968-01-60130    個 1 

77  ベアリング 608ZZ 0611-020608    個 6 

78  タッチローラー開放スプリング 904-01-62110    個 1 

79  バンドガイドブロック右 904-01-61110    個 1 

80  フィードシューターAssy 900-01-71002P    個 1 

81  ベアリング 6001VV 0610-036001    個 5 

82  ベアリング 6002VV 0610-036002    個 2 

83  ストップリング H-22 0511-122210    個 1 

84  リブエース 2 3PJ861 0810-152317    個 1 

85  フィードスプリング 900-01-70130    個 1 

86  FR ソレノイド Assy 925-01-76001P    個 1 

87  リバースソレノイドジョイント Assy 900-01-74001P    個 1 

88  リバース開放スプリング 900-01-70140    個 1 

89  右バンドウエイスプリング 900-01-80130    個 1 

90  ブレーキベルト Assy 900-04-22000P    個 1 

91  バンドガイドローラー 100-04-11131    個 3 

92  リベットφ6×30 0421-106030    個 3 

93  ブッシングナットφ6(SUS) 0512-210600    個 3 

94  FR ローラー 900-21-13120VVP    個 2 

95  タッチローラーセット 900-21-13110P    個 1 
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96  フィードアッパーローラーAssy PC-0440A0    個 1 

97  リバースアッパーローラーAssy PC-0440B0    個 1 

98  HN M4 0181-104001    個 2 

99  HBS M4×15 0111-104015    個 2 

100  ストップリング S-12 0511-131210    個 2 

101  ブレーキテンションホルダー 904-24-13140P    個 1 

102  スモークファン 900-06-10160    個 1 

103  ワンタッチ装填開始スイッチ     式 1 

 
別表４ 

№ 設備名 物品名 仕様 単位 数量 

104  集塵機 ろ布     本 240 

105  バンド     本 240 

106  ファン ベアリング 6318    個 1 

107  ベアリング NU318    個 1 

108  軸受ナット AN18    個 2 

109  軸受座金 AW18    個 2 

110  フェルトリング Fi23    個 2 

111  フェルトリング Fi18    個 2 

112  脱臭装置 フルサイズユニットろ材 608×600    枚 15 

113  ハーフサイズユニットろ材 608×295    枚 5 

114  
IC450 パーツフィルタ 

600×435×3t、アルカリ

ガス用 
   個 140 

 

 

 

 

 


